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研究概要

①クリティカルケア看護師のレジリエンスを高めるための効果的な介入方法の開発。

②クリティカルケア看護師のメンタルヘルスの維持・増進を目指す。
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近年、社会情勢の複雑化とともに労働者のストレスが高まっており、うつ病の発症や自殺者の
増加などが社会問題となっている。その中でも看護師は、精神的な負担や重圧を受けやすく、メン
タルヘルスにおいては、ハイリスクグループとされている。
特に救命救急センターや集中治療室といったクリティカルケア看護師は、事故や災害といった

現場において惨事ストレスを体験し、メンタルヘルスに大きな影響を受けている。クリティカルケア
看護師が惨事ストレスを乗り越えるためにはレジリエンスが不可欠と考えるが、レジリエンスを高
める介入方法は具体的にはまだ提示されていない。
そこで、本研究ではクリティカルケア看護師のレジリエンスに関する認識を明らかにして、クリ

ティカルケア看護師のレジリエンスを高めるための効果的な介入方法を開発し、クリティカルケア
看護師のメンタルヘルスの維持・増進を目指した支援を確立することを目指す。
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